










に わた り,長 野 県安曇 村 の乗鞍ll}山麓 にお いて冬
期総 合訓練 を実 施 した.
この訓 練 は,第42次 南極 地域 観{N[1隊員 候 補 者
が 南極 に お け る行動 と安 全 に関 す る理解 を深め,
非常 時 に役 ㍑つ サ バ イバ ル技 術 を習得す るこ とを
日的 と して行 われ た もので,隊 員候 補 者,講 師 及
び 関係 者 ら76名 の参加 を得 た.
訓 練 は,講 義,実 技 と盛 りだ くさんの プロ グラ
ムが 組 まれ,深 い積雪 の 中,地 図 と磁 石 と歩測 を
頼 りに日的地 に到 達す る ルー ト|1作訓練,氷 点 ド
の 雪原 で野'営す るサ バ イバ ル訓[練,歩 くスキ ー,
{骨落停 止な どの技 術 を身 につ け る㍗ ヒ訓練 な ど,
初 めて経 験 す る者 も 多 く,南 極での非常 時 を想定
した 訓練 だ け に,参 加 した候 補 者一一 一一 プ
㍗'、 は 真 剣 に取 り組 んで い た
.特 に 今
牛津.所長と共 に∫建ト}ヨを稟 う;II嘆参加 者
・第42次南極地域観測隊の冬期総合訓練を実施1
目 端 朧 ‡るリュツォ'ホルム"i'fn'a)2
・南極チ リユ、1;地訪問記2
次'鐡謄 等鞭 鰍;撫㌶ ウム1
・昭和基地4〔}次越冬を終えて6
年 は,連 日 天候 が 優 れ ず,訓 練 と
しでは好 条件 とな った,
訓練 に は 文部省 南 極地 域 観 測統
合推 進 本 部か ら,【lr尾国際 学 争il∫課
長 らが 視察 にli方れ,第42次 隊 へ の
期 待 を述 べ,参 加 者 を激 励 した.
また,第1次 越 冬隊 員 な ど数 多 く
の 南 極 の経 験 を され た 付越 里 民 に
よる 講 話 も行 われ,日 本の 南 極観
測 の 歴 史 を築 い た講師 「1らの 話 に,
候 補 者 らは熱心 に聞 き人って いた.




・南 極 月 別 気 象 状}シ己
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人工地震 による リュツ ォ ・ホル ム岩体
の地殻構造探 査
一 第41次日本南極地域観測隊 ・地学系夏隊一
金 尾 政 紀
[探査概要]
南極観測 第V期5か 年計画 におけ る 「東 南極
リソス フェアの構造 と進化研究計画(SEAL計
画)」に よ り,第41次 日本南極 地域観測 隊では
昭和基地の位置するリュツ ォ ・ホルム湾地域の大
陸氷床 ・みずほルー トにおいて,屈 折法 ・反射法
地殻深部探査 を実施 した.
約200kmの測線 に160台以上の地震計 を展開
し,合計6回 の ダイナマイ ト震源 による発破(総
火薬量3,300kg)を行った.観 測点器材は低温仕
様の専用 ロガー と固有周期2Hzの上下動地震計




















「しらせ」 内での初期解析か らは,6シ ョッ ト
全 て に良好 なSN比 のデー タが確認 された.金
盃織豊麟 麟蕾翻蠕 ●
6.Okm/s)が見 られる.ま たシ ョッ ト近傍 の約
60km内の範囲では,初 動 の後に大陸氷床内部 を





程が解明 されている.人 工地震探査か ら得 られる
地殻断面 を,地質学的研究や他の地球物理学的研
究結果 と合わせて考察 し,リュツォ ・ホルム岩体





神 沼 克 伊
平成11年度 の交換科学者 として,キ ングジ ョ
ー ジ島のチ リ基地 を2000年1月5～19日に訪問
した.同 島には9カ 国10基地があるが,滞 在中,
6カ国7基 地 を訪れ ることがで きた.各 基地 とも
気象観測は実施 しているが,地 震や地磁気の観測
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べたことがあった.そ の時,情 報がほとん ど得 ら
れなかったのがキ ングジ ョージ島や南極半 島付 近
で あった.そ の後 チ リが この付近 に5点 の地 震
観測網を設 けた との1青報 を得た,今 回の訪 問はそ
れらの現状 を調べ,南 極では最 も地震活動 の活発
なこの地域 の地震研究を国際協力で確立すること
を 目的 とした.キ ングジ ョージ島のチ リ基地は,
空軍 の 運営 す る フ ライ基 地 と,チ リ南極研 究 所の
エ ス クデ ロ基 地の 二つ であ る.フ ライ基 地 は気象
観測 の み(ア メ リカが 地震計 を置 い てい るが,す
べ て 自分達 で保 守 管理 を してい る)で,飛 行 場 を
維持 す るのが最 大 の 目的 の よ うであ る.2年 間越
冬 する 人は家族 とともに住 み,病 院,学 校,幼 稚
園,マ ーケ ッ ト,銀 行,郵 便 局が あ り,ホ テル も
基地の全景.手 前の建物がエスクデロ基地.中 央の大 きな建物群は.
方の白い建物群 がベ リングス八 ウゼ ン基地.
フライ基地.中 央左手の白っ「まい建物群がエス トレジャ村.右 手上
62'OO'S


































地 図:キ ングジ ョージ島の概念 図
キングジ ョー ジ島の各国の 基地1.フ ェラス基 地(ブ ラジル)2.マ チュ ・ピィチ基地(ペ ルー)3.ア ー トウスキイ基 地(ポ ー ラン ド)4、 ジ
ュバニー基地(ア ルゼンチン)5.世 家 基地(韓 国)6.ア ーテ ィガス基 地(ウ ルグアイ)7、 ベリングス八ウゼン基地(ロ シア)8.フ ライ基
地(チ リ)9.エ スクデロ基地(チ リ)10.長 城基地(中 国)
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海岸 に山積みされたベ リングスハウゼン基 地の廃棄物 、
0
南米各国の基地の中では,基 地観測が最 も充実 し
て いた.ベ リングスハ ウゼ ン基 地の越冬人員 は
1970年代の最盛期 は30名を越 えていたのが,現
在は6～7名 で気 象観測 を実施 し,海岸には帰国
を待つ廃棄物が山積み されていた.ほ とん どの基
地 に,観 光客 向けの土産物店があった.「科学活
動 に限る」 とい う南極条約の精神は生 きてはいる
が,こ の地域 にはもっと進んだ現実が存在する.
詳細は 「南極資料」 に投稿済みである.採 用 され










アー ティガス基地では,筆 者が着くとすぐ日の丸 を揚 げて くれ 、感激 した.
あ る.13家 族 の住 むエ ス トレジ ャ村 の 人 口 は48
名 だ った.エ ス クデ ロ基 地 は,夏 だ け開設 され,
主 と して野 外 観 測 の 中心 拠 点 の役 割 を担 っ て い
る.筆 者 はエス クデロ基 地が受 け入 れて くれたが,
宿 泊 を含 め生 活 のすべ て は フライ基地 の ホテ ルで
行 った.こ の ため エ ス クデ ロ基地 はフ ライ基 地 に
対 し,1日 につ き宿 泊 費US$188(チリ人 の場 合
はUS$70)を支 払 っ て くれ た は ず で あ る,ロ シ
アのベ リ ングスハ ウゼ ン基地 はフ ライ基地 に隣接
し,中 国 の長 城基 地 とウル グアイの アー テ ィガス
基 地 とは とも に徒 歩 で1時 間 ～1時 間30分 の距
離 で あ る.韓 国の世宗 基地 や アルゼ ンチ ンの ジュ
バ ニ ー基 地 は フ ィル デ ス湾 の 対岸10～20kmの
距離 にあ り,世 宗 基地 の ゴム ボー ト(ゾ デ ィア ッ
ク)で 訪 問 させ て もらった.世 宗,長 城の両 基地
は定常 的 な観 測項 目 も多 く,ア ー テ ィガス基 地 も
2000年2月23日～25日,国 立 極地研 究所 にお
い て標記 シ ンポ ジウ ムが 開催 され た.
1990年,国立極 地 研 究 所 に北 極 圏 環 境研 究 セ
ン ターが 開設 され,本 格 的な北極 研究 が始め られ
た.5年 経 過 後 の1995年,そ の 間 の成 果 を と り
ま とめ,国 際社 会 に 日本 の活 動 を報告 し,同 時 に
今後 の研究 推進 につい て海外 の研 究者 も含め て討
議 する ため に,北 極 圏環境研 究 国際 シ ンポジ ウム
を開催 した,さ ら に5年 が経 過 した本 年 まで に,
各 国 の研 究 者 は北 極 にお け る調査 ・研 究 を展 開
し,そ れ ぞれ の専 門分 野 で多 大 な成果 を挙げ てい
る.北 極 圏環境研 究 をさ らに推進 す るため に学術
分 野 を超 えた情報 や知 見 の交 換が不 可欠 な段 階 に
至 った とい う認 識 の 下 に,第2回 の シ ンポ ジ ウ
ム を企 画 した.
3日 間 に わ た って,総 合,超 高 層,大 気,雪
氷,陸 域生 態,海 洋 のセ ッシ ョンに区分 した 口頭
発 表 を,2部 に分 けた ポ ス ター発 表 が行 わ れ た.




(括弧 内 は代理発 表 な ど本 人欠席 者,内 数)
参加研 究 者 国別集計(合 計 国数=18ヶ 国)
日本105名,ノ ル ウ ェー22(3)名,カ ナ ダ10
(4)名,ロ シア10名,ド イ ツ9(3)名,イ タ リ
ア8(2)名,ス ウェ ー デ ン3名,オ ー ス トラ リ
ア2(2)名,フ ラ ンス2名,中 国 ・チ ェコ ・デ
ンマー ク ・ギ リシ ャ ・スペ イ ン ・ス イス ・英 国 ・
合 衆 国 ・ポ ー ラ ン ド(1)各1名
一4一
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発表数
海外研究者 口頭44件 ポスター24件 計68件
国内研究者 口頭22件 ポスター39件 計61件
合 計 口頭66件 ポスター63件 計129件
発表内容は多岐 にわたったが,討 議 には専門分
野 を異 にする聴講者 も加 わって,活 発 な意見の交
換が行 われた.学 際的に情報 ・知見を交換する場





2000年2月21日・22日に国立 極地研 究所 にお
い て,標 記 会議 が 開催 された.討 議 内容 は ビジネ
ス に終始 し,そ れ につ い ては他 に報告 の機 会 もあ
るので,会 議 の経 緯 や特 徴 に重 点 をおい て紹介 す
る.
ニーオ ルス ンは北緯79度,東 経12度 に位置 す
る国際観 測 「村」 であ る.ス バ ルバ ー ル諸 島ス ピ
ッツベ ル ゲ ン島西 岸 の コ ングス フ ィヨル ドに面 す
る ニーオ ルス ンは風光 明媚 なだけで は な く,多 岐
に わたる学問分 野 の研 究者 か ら,ほ ぼ理想 的 な北
極 観測 の拠 点 と して高 い評価 を受 け てい る.
ニー オ ルス ンで は1917年に石 炭 の採 掘 が始 ま
り,1963年に閉 山 に な った.旧 炭鉱 の イ ン フラ
ス トラ クチ ャー を活 用 して,こ の地 を国際 的 な北
極 観測 の拠点 としよう とい う計 画 は,ノ ル ウェー
極 地研 究 所 の起 案 で あ った.萌 芽 期 の観 測 と し
て,1966年か ら始 まっ た,テ レ メ トリー(欧 州
宇 宙研究 機構),オ ー ロラ(ト ロ ム ソ ・オ ー ロラ
観 測所)が あ り,ま た1968年に は ノル ウェー極
地研 究所 自身が基 地 を開設 してい る.本 格 的 な国
際 観測拠 点の 展 開 は1990年代 初 め にな って か ら
で あ る.日 本(国 立 極 地研 究 所)は ノル ウェー,
ドイ ツ に続 き,3番 目の国 と して1991年に基 地
を開設 してい る.
現 在(数 字 は1999年),60軒の 建物 が使 用 さ
れて いて,年 間25000人目の研 究者 が120件の観
測 プロ ジェク トを展 開 してい る.こ の うち560人
日が 国立極地研 究 所の 基地 を利 用 して い る.
ニ ー オル ス ンで の 観 測 活 動 が活 発化 す る につ
れ,観 測 の競合 や重複 を避 け,相 互協力 を図 る必
要 が 生 じた.こ の 要請 を受 け て1995年に,ニ ー
オルス ン観測 調整 会議 が設 置 された.設 立 条款 の
前 文 を記 す.
二 一 オル スンに お ける研 究活動 が近年 ます ま
す活発 にな り,す でに数 力国 が当該地域 内に独
自の観 測基 地 を開設 してお り,そ れ以外 の国 も
基 地 の 開 設 を計 画 して い る とい う事 実 に 留意
し,
また,
ニ ーオル ス ン をスバ ール バル にお け る研 究の 中
核地 と位置 付 け,研 究 を当地の主 た る業 務 と定
め,か か る目的 の ため にこの旧炭 坑町 に共同体
を維持 す るこ とを,ノ ル ウェー政 府 が決 定 した
こ とを配 慮 し,こ の よ うな状 況の も とに,
北極 の 自然 環境 は元 来損傷 を受 けや す く,特 に
人間 の活動 によ り深 刻 な影 響 をこ うむる こと を
認識 し,
また,
ニ ーオル ス ンにお いて業務 を遂行 して いる研 究
機 関 相互 の調 整 と協 力 の必要 を認識 し,
The　Norwegian　Polar　lnstituteノル ウ ェー極
地研 究所,　The　Norwegian　Mapping　authority
ノル ウ ェー地 図局,　The　Norwegian　l stitute
for　Air　Researchノル ウ ェ ー 大 気 研 究 所,
Alfred　Wegener　lnstitute　forPolar　and
Marine　Research　(Germany)　ア ル フ レ ッ
ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所(ド イ ツ),
The　Natura[　Environment　Research　Council
(Great　Britain>　自然 環 境 研 究 会 議(英 国)お
よ び 国 立 極 地 研 究 所(日 本)の 創 立6機 関 は,
「ニ ー オ ル ス ン観 測 調 整 会 議 」 を創 設 す る こ と
に 合 意 した.
準 備 的 な 第1回 の 会 議(ニ ー オル ス ン)の 翌
年,設 立 会議 が ドイツ国ポ ツ ダムで 開催 された後,
毎 年二 回の 会議が 開 かれ てい る.そ の うち夏の 会
議 は現 地ニ ー オルス ンで,冬 または春 の 会議 は参
加 各機 関が持 ち回 りでホ ス トを務 めて,開 催 場所
を移動 して い る.ま た,後 者の会議 には ニー オ ル
ス ン科 学 セ ミナー を併催 してい る.こ れ まで の開
催 場所 を挙 げ る.
1994年7月ニー オ ルス ン
1995年5月ドイツ国ポツ ダム,8月 ニ ーオルス ン
1996年2月英 国ケ ンブ リッジ,8月 ニーオルス ン
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1997年4月ノルウェー国ヒエラー,8月 ニーオルスン
1998年3月イ タ リア 国 ラベ ロ,
9月 ス ウェー デ ン国 ス トックホル ム
1999年2月フラ ンス国 カル ビ,10月ニー オルス ン
2000年2月日本 国東 京
この 間,次 の機 関 が加 盟 し,会 議 は現 在7ヵ
国11機 関 か ら構 成 されて い る.
ス トックホ ルム大 学(ス ウ ェーデ ン)
ノルウ ェー宇宙 研 究所(ノ ル ウェー)
科 学技 術研 究所(フ ラ ンス)
学 術 会議(イ タ リア)
トロム ソ大学(ノ ル ウ ェー)
国立極 地研究 所 は設 立 当初 か らNySMACに 加
盟 してい るが,ヨ ー ロ ッパ の研 究機 関が主 流 とな
ってい る会議 におい て,ア ジアか ら唯 一 の参加機
関 であ る.北 極 研 究の 方 向付 け に際 して,　EUを
中心 と して と もすれ ば偏 向 しが ちな議 論 の舵 取 り
にある程度 の貢 献 を果 た した と自負 して い る.こ
の 度 の第12回 会議 は,初 め て ヨー ロ ッパ の外 で
開 催 され た.こ れ もまた,　NySMACの 脱欧,世
界 化へ の 一歩 と して評 価 したい.
昭和基地40次越 冬 を終 えて
湯船で感じたフランス基地との文化の違い
佐 藤 克 文
現 在,昭 和 基 地 に は,広 くて快 適 な風 呂 が あ
る.毎 日風 呂 に入 り,一 日の 汚れ を落 と して疲 れ
を癒す ことが 出来 る.あ るn奇 妙 な慣 習 に気 がつ
い た.風 呂場 を出る際,ほ とん どの 人が 「お先 に
失 礼 します」 と言 う,そ れ に対 し,残 され た人が
なぜか 「お疲 れ さまで した」 と返す の であ る.風
呂 に入 って 「お 疲 れ さ ま」 はな い だ ろ う と思 い,
私 自身は 「はあ」 な ど とい った生返 事を返 してい
たの だが,他 の 人達 を観 察す るに,か な りの確 率
で 「お疲 れ さまで した」 なの で ある,限 定 され た
人員 に,限 定 された空 間,長 期 間 を共 に仲 良 く過
ご さなけれ ば な らない とい う状況 か ら,無 意識の
うちに導 か れた慣 習 なのだ ろ うか?湯 船 に浸 か り
つつ,以 前の外 国基地 での体 験 を懐 か し く思 い返
す と同時 に,彼 我 の違 い を もた らす もの に思 い を
馳 せ て いた.
1996年に ク ロ ーゼ諸 島 に あ る フ ラ ンス の亜 南
極 基地 で,キ ングペ ンギ ン調 査 を行 った.速 度 や
深度 とい ったパ ラ メー タを連続 記録 す る装置(デ
ー タロガー)を ペ ンギ ンに装着 し
,潜 水 中の行動
を詳細 に調 べ るのであ る.あ る 日の夕方,装 置 を
ペ ンギ ンに つけ終 わ り,後 はペ ンギ ンが何 時海 に
向 か って採 食 旅行 に出発 す るのか,そ の 時刻 を記
録 す るのみ とい う状 況 に なった.そ ろそ ろ晩飯 を
食べ に基 地 に戻 りたい我 々 の気持 ち を見 透か して
か,ペ ンギ ン達 はな か なか海 に入 ろ うと しな い.
と うと うあ る フ ラ ンス人 の若 者1人 を見 張 りに
残 して,先 に基地 に戻 る こ とにな った.基 地 に戻
りおい しい フラ ンス料理 に舌つ つ みを うち,食 後
の ブ ラ ンデ ー をた しなんで いる頃,よ うや く彼 が
見張 りを終 えて戻 って きた.日 本 だった ら間違 い
な く 「お疲 れ さま っ!」 の大合 唱 であ る.と ころ
が,フ ランス人達 は皆 「晩飯 はあ そこ に とって あ
るか ら」 くらい の事 は 言うのだが,そ れ以 上の言
葉 が無 い.私 は何 とか彼 に対 して ね ぎ らいの言葉
をか けたい のだが,悲 しい こ とに それ を どう表現
して良 いの かが わか らない.違 うだろ うな と思 い
つ つ も ,　「Are　you　tired?」　な ど と言 っ て み た.
「Non.　Why?」.彼は怪 訪 そ うな 顔 を して い る.
何 ご とも契約 に基づ く欧米 社 会で は,約 束 を守 る
こ とは当然 の こ とであ り,約 束事 を遂 行 したか ら
とい って特別 感謝 す る必 要 もなけ れば,感 謝 され
る筋 合 いで もないの だろ うか?む りや り解 釈 をつ
けて み た もの の,真 相 は未 だに謎 であ る.
さて,来 る2000年10月か ら,今 度 は ア メリ カ
のマ クマー ド基地ヘ ウェ ッデルアザ ラ シ調査へ 行
く予定 であ る.昭 和 で の越 冬 中 に行 った アザ ラ シ
調査 で,生 まれ たばか りの アザ ラシの子供 が,母
親の後 を追 いか けて泳 ぎを学ぶ な どとい った新 し
い知見 が,画 像 や行 動 を記 録す る デー タロガー か
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で もってい くの に必要 な足場 固め,そ して将 来 に
向 けた足が か りをつ け るため に,新 型 デー タロガ
ー を持 って ア メリカ基 地へ 乗 り込 むので ある.共
同研 究の相 手 は,ド ラ イで合理 的 な考 え方 をす る
と言われ るア メリカ人で あ る.氷 上 の ア ップ ルハ
ッ トで の2ヶ 月半 の 共 同 生 活 が 待 って い る.う
ま くデ ー タは取 れ る だろ うか?今 度 は どんな体験
が あ るの だろ うか?と て もワク ワク して い る.
(筆者:国立極地研究所寒冷生物学第 ・研究部門助手)
パシフ ィック ・シーバ ー ド ・グル ープ
年次大会 に参加 して












2000年2月23～26日,ア メ リカ ・カリ フォル
ニ アの ナ パ ・バ レーで お こ な われ たパ シ フ ィ ッ
ク ・シーバー ド ・グループ(Pacific　Seabird　Group:
PSG>の 年 次大 会 に参 加 した.　PSGは 太平 洋 域
の海 鳥類 研 究者 の 交 流 を 目的 に1972年に作 られ
た学 会 で,今 年 は27回 目の大 会 だ った.太 平 洋
域 とはお も しろい くく り方 だが,東 側 の ア ラス カ
や カ リフォルニ ア と西側 の 日本で共通 す る種 が お
お く,海 鳥 の生息 域の 単位 はや は り海 洋 なので あ
る.太 平洋域 とはいい つつ,北 極域 の ウ ミガラス
か ら南 極の ペ ンギ ンまで 研究 対 象 の範 囲 は広 い.
当 然の こ となが ら口頭 発 表52題,ポ ス ター発表
33題の全 て は 海 鳥 に かん す る もの.種 分 化 の遺
伝学 的研究,エ ル ニーニ ョも含め た海洋環境 の変
動 が海洋生 態 系 にあた える影 響 な ど,海 鳥 を材料
に した様 々な切 り口 の研 究 にふ れ る こ とが で き
た.ち なみ にポス ター発表 の時 間は夕食 後 に設 定
されて お り,皆 ワイ ング ラス な ど片手 に議論 をた
たか わせ てい た.こ れ な ら下手 な英語 で も少 しは
舌 の まわ りもよ くな る とい うもので,私 も思 いの
外 多 くの研 究者 との議論 を楽 しむ こ とが で きた,
私 自身は アデ リーペ ンギ ンについて のポス ター発
表 を した のだが,な ぜ か優秀 ポス ター賞 を受 賞 し
た.ま だ研究 は未 完成 だが,こ れか らが んばれ と

























































































田賀井篤平 南極隅石研究 センター教授(客 員〉
(東京大学総合研究博物館教授)














い 月とな り,9～l!日の3日 間は吹雪で作業が
中断 したが,そ の他 は夏期作業を進めることがで
きた.
新年 を迎 えるに当た り懸念 されていた2000年
問題は,基 地の基幹設備 には全 く影響 なかったが
観測系のい くつかの装置で不具合が発生 した.そ
の後,シ ステムソフ トウェアの更新やプログラム
の修正 などの措置によ り,正常 に復帰 している.
基地観測 では先月に引 き続 き,41次隊による
観測 システム改修 や新規 の設置作業 に協力 しつ
つ,各 観測の引継 を行 った.
設営部門では,41次隊搬 入物資 と持ち帰 り物
資の輸送,廃 棄物 の集積 などが作 業の中心 とな
り,合間をぬって各部門の引継 も適宜行 った.
また,41次隊の基地設備工事 に連携 し,設備
の切 り替えに協力 した.発 電棟内改修工事 の一一環
として風呂 ・便所の下水処理 は汚水処理棟 に接続
され,昭 和基地な らではの汚物槽清掃作業 も19
日をもって終了 した.
8一
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「し らせ」 ヘ リコ プ ター に よ る40,41次隊 合
同の野 外観 測 は,生 物 ・地 学部 門 と も天候 に恵 ま
れ 良質 な資料 や デ ー タを得 る こ とが で き,S16に
お け る観 測 や雪 上車 整備 も協 力 して実 施 された.
や ま と山脈 方 面 に向 け トラバ ー ス観 測 に向か っ
た内 陸旅行 隊 は,ア イス レー ダー な ど雪氷 観測 を
実施 しYMI54に到着 した.そ の後YM60か ら ド
ー ム ルー ト上 にあ るMD240に向 か い,し らせ 氷
河 源 流域 を縦 断 す る 新 ル ー トを 開拓 した.30日
に はみず ほ基 地 に到 着 しS16を目指 し帰 投 中で,
3ヶ 月 に及 ぶ長 期旅 行 に もか かわ らず全 員 元気 で
あ る.
昭和基地 で は,月 末 にこの時期恒例 の100,130kl
水槽 の清掃 や基地 内外の大 掃 除 も終 わ り,こ の 一
年 大 きな事 故 もな く全員元 気 に越 冬 交代 の 日 を迎
え るこ とが で きた.
2月
2月1日 に40次隊か ら観測 ・設営 を交代 し,41
次隊の実質的な基地の運営を開始 した.
2月に入ってからの天候はす ぐれず,日 照時間
は短 く平均気 温 も低 めに推移 し9日 以降気温が
プラスになることはなかった.
このため,ヘ リコプターによる野外観測支援他
に しば しば予定変更が生 じた.9日 夜 には41次
隊 初のC級 ブリザー ドとな り,外 出注意令が発
令 され る.そ の後 も天候不順で2月 以降 も支援
に残 った40次隊員の ピ ックア ップ も順延 とな っ
たが,天 候 が持 ち直 した14日夕方 にヘ リコプ タ
ーが飛び40次越冬隊,41次夏隊は 「しらせ」 に
帰還 した.
翌15日には,夏 期野外観測 に使用 し越冬中 に
も継続使 用する地震計が 「しらせ」か ら空輸 され
これを もって最終便 となった.こ の 口は越冬交代
後初の休 日とし,夏 作業で疲れた体 を休めること
ができた.
観測部門では,前 次隊か らの継続観測の一部 に
不具合はあるものの概 ね順調で,新 規観測 も順次
立ち上が りつつある.
設営 部 門では,第1夏 合宿増設部の機械設備
や太陽発電関連の夏の残工事 を引 き続 き行ってい
る.
また,雪 が付 く前 にすべ き項 目を優先 させ,来
シーズンの廃棄物持 ち帰 り準備,夏 期作業現場 の
片付けなどを,手 空 きの隊員の協力 を得て実施 し
ている.
航空部門では,晴 天の 日が少なく気温 も低めに
推移 したため,海 氷上滑走路 も比較的 しっか りし
てお り,月後半か らみずほ基地方面の大気観測 を
開始 した.
20日の越冬成 立 をむかえ,全 員が福 島ケル ン
前に集 ま り,一年間の安全 とオペ レーションの成
就を祈願 した.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctie　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealeve1)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 Pl・essure>　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwind　 speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・　IO分 附 平 均(Max.
　 wind　speed,10-min.　mean)　(m!s)
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浮上型雪上車運用の歴史
昭和基地のあ る東 オングル島周辺は四方 を
海に囲 まれ,ほ とんど通年にわたって海氷 に
覆われている.し か し,夏 季には時 として開
水面 も見られるなど,海氷の厚 さや状態は1年
を通 して刻 々と変化する,
この ような地理的条件の中,近 傍 に点在す
ミ る島 々や 南極大 陸辺縁 部 の露 岸地帯 で は生 物,
気象,地 学 な どの 調 査,観 測 が1年 中頻 繁 に
行わ れて い る.
そ の際,人 員 の移 動 や物 資輸 送 に雪 上車 は
不可 欠で あ る もの の,隊 員 は いつ 海 氷 が割 れ
て水 中 に転 落す る か も しれ な い不 安感 を抱 き
つつ ,運 転 しな け れば な らない.
そ こで 日本 隊 で は,万 ・水没 した場 合 で も
脱出 に必 要1'分な時 間 海面 に浮 いて い られ る,
浮上 型雪!t車を第11次 隊 か ら導 入す るな ど,
早 くか ら海氷 上 走行 の安 全確 保 に努 めて きた.
これ まで に数 種 類 注1'の浮上 型 雪 ヒ車 を導
入 して きた が,老 朽 化 な どに よ り順次 廃棄 さ
れ,運 用 中の浮 ヒ型 は搬 人後10年 を経 過 した
SM31型1台 の み とな って い る.






…… … … …W}
言
現 川 の浮 上型 が老 朽 化 した こ とか ら,こ れ
まで 使 われ て きたSM20S及び31S型の後継 機
種 と して,新 し く設 計 され たSM30S型の 第1
号 車 が 平成11年 度 に完 成 した.
この新 型 には,従 来 の雪 上車 には な い メカ
ニズ ムや素材 を取 り入れ,浮 上性(軽 量化)と
牽引 力(車 体 強 化 即 ち重llと増)と い う,相 反
す る 要 素 をバ ラ ンス させ るべ く基 本 設計 が 行
われ た.
特 に,出 力 の 大 きい エ ンジ ンや 油圧 モ ー タ
ー駆動 方式 の採 用 と車体 岡|1性の強 化 によ り
,そ
の性 能 は小 型 雪 ヒ車で あ るSM25S型 と同等 以
ヒとなって い る,
さ らに,従 来 の浮 上 型 で は長 期 に わ た る塩
分 の影 響 で,キ ャ ビンに腐 食 に よる穴 あ きが
発生 し,浮 上性 が損 なわれ るこ ともあ った.新
型 で は,そ れ をGFRP製(ガ ラス繊維 強化 プ
ラ ステ ィック)と した こ とで,耐 久性 も格段
に向 ヒす るはずで あ る.
今 後,基 地周 辺 にお け る調 査 活動 に活 躍 し







浮上性排 水ポンプ作動で1時 間以 上浮上可
最高速20km/h
ミ
2月に北海道陸別町で行われた低温走行試験
一10
